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ヘッドライン　力ずくで物質を変える化学
　物質に高い圧力を加えるとその物性が変化する現象は古くから興味がもたれており，例え
ば超電導の発現など多くの報告例がある。一方，手で加えられる程度の力でも物質やその物
性を変えることができ，近年，機械的刺激によって引き起こされる化学現象に関する論文発
表が増えている。物質に力を加えると何が起こるのか？　本ヘッドラインでは，物質に力を
作用させる方法，力による分子レベルでの物質変化や物性変化について紹介する。
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次号ヘッドライン 大学で活動する科学サークル

　茗溪学園中学校高等学校は，一般社団法人茗渓会（東京教育大学，筑波大学等の
同窓会）の百周年記念事業として，1979 年に筑波研究学園都市に創立されました。
開校当初より 39 年間，帰国子女を積極的に受入れ，国際理解教育に力を入れてい
ます。写真は，2017 年 4 月からスタートした「国際バカロレアディプロマプログ
ラム」（IBDP）の教室，実験室，ホールを備えた新棟（アゴラ棟）。スーパーサイ
エンスハイスクール（SSH）2 期目の指定も受け，生徒たちは文武両道を目指しな
がら，様々な研究活動を意欲的に行っています。

表紙の言葉　茗溪学園中学校高等学校


